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2. Executive Summary 

現代社会における精神ストレス対策は、COVID-19など直面する社会課題により極めて重要な段階

に位置づけられている。そのため、ストレスの簡便な予兆検知やマネジメントを行う方法論は、企

業のみならず個人向けにも求められている。 

家庭やオフィスで簡易に計測することが可能な手法は、オフィスに於いては様々なバイアスがかか

りやすいアンケート形式によるストレス調査を補完或いは代替する可能性があり、家庭に於いては

日常的なストレス予兆検知として利用可能なデバイスとして上市され始めている。 

ストレス検出には、唾液、汗、尿などから採取される体液や呼気、皮膚ガスをバイオマーカーとす

るもの、及び生体信号としての心電（ECG）、脈波（PPG）、皮膚電気活動(EDA)、脳波によるス

トレス検知デバイスなどに関して研究が続けられている。更には、AIの進展により、音声やテキ

スト、顔画像によるストレス度合いの検出が試みられ、商品化が進められている。声だけで、うつ

状態の検知が可能であるとの報告もある。 

唾液によるストレス検知は実用化されているが、急性ストレスの検知のみならず、慢性的なストレ

スや、酸化ストレスにも対応するため、多様なバイオマーカーが検討され、皮膚ガスで酸化ストレ

スまで検知する研究がされている。高感度においセンサなどが検知デバイスとして期待される。ま

た、尿中の酸化ストレスバイオマーカーの検知がナノテクノロジーベースのセンサで検知可能にな

るという報告もある。デバイスの多様化、バイオマーカーの多様化、AIの活用で、セルフケアの

ためのストレス検知デバイスは大きく変わろうとしている。本書では、その最新動向を示してい

る。 

今後は、ウェアラブルデバイスの高性能化による生体信号による方法に市場拡大の優位性があり、

声や顔画像による方法がそれに準ずる。バイオマーカーでは後述する慢性ストレスや酸化ストレス

検知が可能になれば、汗や皮膚ガスによるストレス検知などに可能性がでてくるとみられる。 

 

FIG. 1 各種ストレス計測機器タイプとその位置づけ 
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ストレスの予兆検知としては、良い意味の急性ストレス（人前で話すなど）以外の状況を検知でき

ることが慢性化を防ぐ様々な対策が可能となる。現状では、急性ストレスの検知は様々な方法で可

能であり、個人用デバイスによる検知が可能である。 

詳細は本文中に記すが、慢性ストレスに関しては、学術的な検証が容易ではなく十分に検証されて

いるとは言えないが、いくつかの条件下では効果が見られるバイオマーカーが指摘されている。よ

り、疾病に対するリスクが高い酸化ストレスに関しては、様々なマーカーが提案されているが、小

型のセンサで検出する手法による研究が始まっている。尿中のOHdGや皮膚ガス中の活性酸素の
検出などが報告されている。急性/慢性/酸化ストレスに関する、家庭用セルフケアのためのストレ
ス検知デバイスとしての検出能力を次表に概括した。 

 

FIG. 2 慢性・酸化ストレスの検出 

セルフケアのための、生体信号利用とバイオマーカー利用を合わせたストレス検知可能なデバイス

の市場は、2025年までに、約＄29Bの規模となり、2030年には、＄41Bが期待できる。 

 

FIG. 3 ストレス対応計測器 金額市場規模推移 
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10. 本書の内容に関係のあるふじわらロスチャイルドリミテッドのレポート 

本書の内容に関連する弊社レポートのタイトルを下記する。一部の情報は下記を参照している。 

 

バイオケミカルセンシングデバイス動向 2019 （’19 年5 月発行） 

バイオケミカルセンサは、酵素・微生物・抗体といった生体に関連する物質が有する分子識別機能を利

用して、体液中の検出対象物質の検出・計測を行うセンサであり、基本的なバイタル測定を基本とする

Physical sensorと異なり、各種のホルモンや免疫系の物質の検出によって、疾病の発見や健康状態、そ

の変化の予兆までとらえることができる。従って 、Physical sensor系とは異なる市場を形成していくこ

とが期待されている。医療従事者以外でも利用可能なデバイスとして、グルコース測定を中心として、

2026年には、約$44Bの市場規模が想定される。 

匂い検知の可視化～研究開発と市場開拓 2021  （’20年11月発行） 

「においセンサの研究開発と市場開拓の動向2019」（第一弾）では、主にトランスデユーサ開発動向に

関して分析したが、本書「においセンサの研究開発と市場開拓の動向2021」（第二弾）では、呼気・皮

膚ガスによる疾病検知開発動向、自動車応用検討動向、データプロセッシング（AI）研究開発動向、

COVID-19対応など多くの新たな動向分析を加えた。また、センサ開発動向として、生体の嗅覚細胞やニ

ューロンの模倣によるセンサやにおい識別などが追記されるとともに、シリコンナノワイヤ応用など新

たなにおいセンサの開発動向に関して追記した。においセンサ用途のAIに関しては、今後更にその役割

が重要になるとみられるため、海外の動向に関するレビュー論文からの抜粋および日本における開発動

向とその応用目的・適用範囲などに関して記している。 

セルフメディケーションにおけるウェアラブル生体センサ最新動向 2021（’21年 3月発行予定） 

少子高齢化による医療費の削減、新型コロナウイルス感染の拡大による医療資源の節約への要求が高ま

り、セルフメディケーションの重要性が叫ばれている。常時/継続的に生体データの計測に対応するウェ

アラブルデバイスが、疾患の予防や早期発見に有用であるとして、改めて注目されている。従来の心拍

や活動量に加え、心電図機能、血中酸素飽和度、血圧、血糖値、深部体温など計測項目の増大と、医療

機器認証を目指すウェアラブル生体センサの実態と将来像を探る。 
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